










小山 潤 某製造企業組織内の工程の相違性と IS 活用の実態に関する研究 
現在，多数の組織で情報システム（以下 IS）が導入されているが，安定に稼働しているシステ
ムであっても，利用者の操作性に対する不満など様々な問題を抱えていることが多々あり，導
入後の IS 評価が重要視されている． 
本研究では，某製造企業の IS に焦点を当て，組織内での工程の相違性と IS 活用の実態を，質
的な調査・分析を行うことにより明らかにし，組織における IS 活用に関する問題点を指摘す
る． 
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(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
記述例：岩手太郎,岩手次郎，岩手県立学会，第 123 回岩手大会論文奨励賞，自動撮影シミュレーション手法




日時：2010 年 2 月 20 日（土）～21 日（日） 
合宿場所：温泉民宿かわの（安比高原） 
参加人数：約 35 名 
目的： 
<グループワーク> 
講座制の持つ教学上のメリットを最大限に生かして普段の演習・講義では出来ない学生の自律的な学習を行う．
さらに，学年を越えた学生同士の知的交流を促進することで，講座での学生の人格形成・意欲向上への一助とな
ることを願うものである． 
<観光マーケティング実地調査> 
研究室所属学生が進めている IT を用いた観光マーケティングの調査研究について，安比高原スキー場を対象に実
地調査を行う．安比高原スキー場のマーケティング担当者へのインタビュー，安比高原スキー場への来場者に対
するアンケート調査を実施する． 
